
1

「
美
味
し
い
」笑
顔

▼
行
っ
て
み
て
驚
い
た
。五
十
公
野
公
園
で

開
か
れ
た
「
第
20
回
日
本
そ
ば
博
覧
会
」。開

会
10
分
前
の
朝
9
時
半
、
お
目
当
て
の
ホ
タ

テ
か
き
揚
げ
そ
ば
の
「
北
海
道
上
砂
川
手
打

ち
愛
好
会
」
の
ブ
ー
ス
に
は
も
う
す
で
に
38

人
も
の
行
列
が
で
き
て
い
る
で
は
な
い
か
▼

毎
年
開
か
れ
て
い
る
「
安
兵
衛
討
ち
入
り
そ

ば
ま
つ
り
」
に
は
欠
か
さ
ず
出
か
け
て
い
て
、

ほ
と
ん
ど
の
ブ
ー
ス
の
そ
ば
は
食
べ
て
い

る
。し
か
し
、
人
気
の
ホ
タ
テ
か
き
揚
げ
そ
ば

は
昨
年
も
大
行
列
で
諦
め
て
、
今
年
こ
そ
は

と
狙
っ
て
い
た
の
だ
。そ
こ
で
終
了
間
際
の

午
後
3
時
に
出
直
し
た
ら
、
行
列
は
50
人
以

上
に
増
え
て
い
る
で
は
な
い
か
▼
今
年
も
ダ

メ
か
と
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
と
、
行
列
の

中
の
知
人
が
「
一
緒
に
買
い
ま
し
ょ
う
か
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
。待
つ
こ
と
30
分
、
2
年

越
し
の
思
い
が
か
な
っ
た
の
だ
▼
入
り
込
み

は
初
日
1
万
8
千
人
、
中
日
4
万
3
千
人
、
最

終
日
4
万
6
千
人
、
合
計
10
万
7
千
人
と
目

標
を
大
幅
に
超
え
た
。▼
今
ま
で
新
発
田
で

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は
、
企
画
は
よ

く
て
も
情
報
発
信
に
問
題
が
あ
っ
た
。今
回

は
開
催
時
期
も
よ
か
っ
た
が
、
予
算
は
な

か
っ
た
も
の
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
を
使
っ
た
地
道
で
集
中
的
な
告
知

が
功
を
奏
し
た
の
だ
。他
の
イ
ベ
ン
ト
で
も

「
仕
込
み
」と「
情
報
発
信
」、同
様
に
ち
か
ら
を

入
れ
て
欲
し
い
。例
え
ば
中
面
に
掲
載
し
た

「
佐
藤
哲
三
展
」
で
は
日
本
洋
画
史
上
屈
指
の

名
作
『
み
ぞ
れ
』
が
里
帰
り
す
る
。広
く
告
知

す
べ
き
で
あ
る
▼
そ
ば
博
会
場
で
は
家
族
連

れ
も
多
く
、
穏
や
か
な
秋
の
日
差
し
の
中

で
、「
美
味
し
い
」笑
顔
が
印
象
に
残
っ
た
。

たかがそばと言うなかれ

　

日
（
土
）、
二
階
堂
新
発
田
市
長
は
、

妊
娠
時
（
ま
た
は
妊
娠
の
兆
候
が
あ
っ
た
時
）
か

ら
就
学
ま
で
切
れ
目
な
い
母
子
支
援
を
す
る
た

ら
就
学
ま
で
切
れ
目
な
い
母
子
支
援
を
す
る
た

め
、新
た
に
「
か
か
り
つ
け
保
健
師
制
度
」（
仮
称
）

め
、新
た
に
「
か
か
り
つ
け
保
健
師
制
度
」（
仮
称
）

の
導
入
に
取
り
組
む
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

の
導
入
に
取
り
組
む
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
新
発
田
市
は
こ
れ
ま
で
、
少
子
化
対
策
な
か
ん

　
新
発
田
市
は
こ
れ
ま
で
、
少
子
化
対
策
な
か
ん

ず
く
子
育
て
支
援
に
ち
か
ら
を
入
れ
て
き
て
お

ず
く
子
育
て
支
援
に
ち
か
ら
を
入
れ
て
き
て
お

り
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
・
第
３
子
以

り
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
・
第
３
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
・
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
・
保

降
の
保
育
料
無
料
化
・
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
・
保

育
施
設
の
充
実
や
一
時
預
か
り
に
よ
る
待
機
児
童

育
施
設
の
充
実
や
一
時
預
か
り
に
よ
る
待
機
児
童

の
解
消
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
一
歩
先

の
解
消
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
一
歩
先

の
先
進
的
な
施
策
で
あ
る
。

の
先
進
的
な
施
策
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
１
０
０
年
近
く
前
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

こ
の
制
度
は
１
０
０
年
近
く
前
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
ネ
ウ
ボ
ラ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
ネ
ウ
ボ
ラ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
所
）と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ド
語
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
所
）と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
は
自
治
体
が
設
置

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
は
自
治
体
が
設
置

し
、妊
娠
の
兆
候
が
あ
っ
た
時
か
ら
就
学
前
ま
で
、

し
、妊
娠
の
兆
候
が
あ
っ
た
時
か
ら
就
学
前
ま
で
、

予
防
接
種
等
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
や
必
要
に
応
じ
て
他
の
専
門
機
関
と
連
携
し

談
や
必
要
に
応
じ
て
他
の
専
門
機
関
と
連
携
し

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
。
し
か
も
同
じ

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
。
し
か
も
同
じ

人
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
「
ネ
ウ
ボ
ラ
お
ば
さ
ん
」

人
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
「
ネ
ウ
ボ
ラ
お
ば
さ
ん
」

と
呼
ぶ
）
が
継
続
し
て
行
う
の
が
特
徴
だ
。

と
呼
ぶ
）
が
継
続
し
て
行
う
の
が
特
徴
だ
。

　
つ
ま
り
「
か
か
り
つ
け
」
で
あ
る
こ
と
で
、
信

　
つ
ま
り
「
か
か
り
つ
け
」
で
あ
る
こ
と
で
、
信

頼
関
係
が
築
き
や
す
く
、
問
題
の
早
期
発
見
、
予

頼
関
係
が
築
き
や
す
く
、
問
題
の
早
期
発
見
、
予

防
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
結
果
的
に
安
心
で
楽
し

防
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
結
果
的
に
安
心
で
楽
し

い
子
育
て
が
実
現
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

い
子
育
て
が
実
現
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
妊
婦
検
診
は
無
料
で
、
妊
娠
期
間
中
は
6

　
妊
婦
検
診
は
無
料
で
、
妊
娠
期
間
中
は
6
〜
11

回
、
出
産
後
も
定
期
的
に
ケ
ア
し
て
い
る
。
１
回

回
、
出
産
後
も
定
期
的
に
ケ
ア
し
て
い
る
。
１
回

の
面
談

の
面
談
は
30
分
〜
1
時
間
と
丁
寧
で
、
子
育
て
の

分
〜
1
時
間
と
丁
寧
で
、
子
育
て
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
母
親
・
父
親
・
き
ょ
う
だ
い
、

問
題
だ
け
で
な
く
、
母
親
・
父
親
・
き
ょ
う
だ
い
、

家
庭
全
体
の
問
題
も
相
談
さ
れ
て
い
る
。

家
庭
全
体
の
問
題
も
相
談
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
出
産
時
に
、
社
会

ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
出
産
時
に
、
社
会

保
険
庁
か
ら
第
1
子
に
は
１
４
０
ユ
ー
ロ
（
２
万

保
険
庁
か
ら
第
1
子
に
は
１
４
０
ユ
ー
ロ
（
２
万

円
弱
）
ま
た
は
ベ
ビ
ー
服
や
育
児
用
品
ひ
と
揃
い

円
弱
）
ま
た
は
ベ
ビ
ー
服
や
育
児
用
品
ひ
と
揃
い

が
入
っ
た「
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」が
支
給
さ
れ
る（
１

が
入
っ
た「
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」が
支
給
さ
れ
る（
１

９
３
８
年
法
制
化
）。
こ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

９
３
８
年
法
制
化
）。
こ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
ネ
ウ
ボ
ラ
ま
た
は
医
療
機
関
で
妊
婦
検
診
を
受

は
ネ
ウ
ボ
ラ
ま
た
は
医
療
機
関
で
妊
婦
検
診
を
受

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
で
行
政
は
妊
婦
の

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
で
行
政
は
妊
婦
の

状
況
を
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

状
況
を
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

妊
婦
検
診
へ
の
動
機
付
け
と
し
て
有
効
に
働
い
て

妊
婦
検
診
へ
の
動
機
付
け
と
し
て
有
効
に
働
い
て

お
り
、
母
子
の
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防

お
り
、
母
子
の
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防

に
貢
献
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
妊
産
婦
と
乳
幼

に
貢
献
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
妊
産
婦
と
乳
幼

児
の
死
亡
率
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

児
の
死
亡
率
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
は
５
４
３

　
ち
な
み
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
は
５
４
３

万
人
、
年
間
出
生
数
は
約
６
万
人
、
出
生
率
は
約

万
人
、
年
間
出
生
数
は
約
６
万
人
、
出
生
率
は
約

1
・
8
、
乳
児
死
亡
率
は
２
／
千
人
で
あ
り
、
日

1
・
8
、
乳
児
死
亡
率
は
２
／
千
人
で
あ
り
、
日

本
の
人
口
は
１
億
２
千
５
０
０
万
人
、
年
間
出
生

本
の
人
口
は
１
億
２
千
５
０
０
万
人
、
年
間
出
生

数
は
約
１
０
５
万
人
、
出
生
率
は
約
1
・
4
、
乳

数
は
約
１
０
５
万
人
、
出
生
率
は
約
1
・
4
、
乳

児
死
亡
率
は
２
／
千
人
で
あ
る
。

児
死
亡
率
は
２
／
千
人
で
あ
る
。

　
新
発
田
市
で
は
ネ
ウ
ボ
ラ
を
モ
デ
ル
に
、
可
能

　
新
発
田
市
で
は
ネ
ウ
ボ
ラ
を
モ
デ
ル
に
、
可
能

で
あ
れ
ば
一
人
の
相
談
員
が
継
続
し
て
相
談
を
受

け
付
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
の
だ
。
マ
タ
ニ

テ
ィ
ブ
ル
ー
・
産
後
ケ
ア
・
健
康
・
発
育
・
子
育

て
な
ど
、
母
親
の
悩
み
や
抱
え
る
問
題
は
日
々
変

化
す
る
。
そ
の
悩
み
や
問
題
に
現
在
市
は
部
署
ご

と
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
窓
口
や
相
談
員

が
変
わ
る
こ
と
で
決
し
て
使
い
勝
手
が
よ
い
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
育
児
の
忙
し
さ
の

言
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
育
児
の
忙
し
さ
の

中
で
、
だ
ん
だ
ん
相
談
に
行
か
な
く
な
り
、
子
育

中
で
、
だ
ん
だ
ん
相
談
に
行
か
な
く
な
り
、
子
育

て
の
大
変
さ
だ
け
が
心
に
残
る
こ
と
に
な
り
が
ち

て
の
大
変
さ
だ
け
が
心
に
残
る
こ
と
に
な
り
が
ち

だ
と
い
う
。

だ
と
い
う
。

　
２
０
１
０
年
で
人
口

　
２
０
１
０
年
で
人
口
は
10
万
1
千
２
０
２
人
、

万
1
千
２
０
２
人
、

世
帯
数
は
３
万
３
千
４
０
２
、
そ
の
う
ち
核
家
族

世
帯
数
は
３
万
３
千
４
０
２
、
そ
の
う
ち
核
家
族

世
帯
は
１
万
７
千
４
７
５
、
実

世
帯
は
１
万
７
千
４
７
５
、
実
に
52
%
、
半
数
以

%
、
半
数
以

上
が
核
家
族
な
の
で
あ
る
。
こ
の
実
情
を
受
け
て

上
が
核
家
族
な
の
で
あ
る
。
こ
の
実
情
を
受
け
て

「
切
れ
目
な
く
子
育
て
を
支
援
し
て
、
第
２
子
・

「
切
れ
目
な
く
子
育
て
を
支
援
し
て
、
第
２
子
・

第
３
子
の
出
産
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

第
３
子
の
出
産
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
の
だ
。
確
か
に
日
本
の
希
望
出
生
率
1
・
8

う
の
だ
。
確
か
に
日
本
の
希
望
出
生
率
1
・
8 

（
既
（
既

婚
者
の
望
む
子
ど
も
の
数
+
未
婚
者
で
結
婚
を
希

婚
者
の
望
む
子
ど
も
の
数
+
未
婚
者
で
結
婚
を
希

望
す
る
人
が
望
む
子
ど
も
の
数
の
合
計
×
離
別
等

望
す
る
人
が
望
む
子
ど
も
の
数
の
合
計
×
離
別
等

効
果
）
を
実
現
す
る
に
は
、
２
人
目
、
３
人
目
を

効
果
）
を
実
現
す
る
に
は
、
２
人
目
、
３
人
目
を

生
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈

生
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈

だ
。
こ
れ
を
女
性
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
決
し
て

だ
。
こ
れ
を
女
性
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、「
希
望
す
る
人
が
産
め

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、「
希
望
す
る
人
が
産
め

な
い
と
判
断
す
る
障
害
を
少
し
で
も
取
り
除
く
支

な
い
と
判
断
す
る
障
害
を
少
し
で
も
取
り
除
く
支

援
（
増
田
寛
也
氏
）」
が
必
要
だ
と
い
う
。

援
（
増
田
寛
也
氏
）」
が
必
要
だ
と
い
う
。

　
で
は
、
実
際
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ

　
で
は
、
実
際
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
。

る
の
だ
ろ
う
。

　
基
本
は
「
妊
娠
か
ら
就
学
ま
で
の
切
れ
目
の
な

　
基
本
は
「
妊
娠
か
ら
就
学
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
母
子
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。
ま
ず
、
ど
の
部
署

い
母
子
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。
ま
ず
、
ど
の
部
署

の
誰
が
や
る
の
か
。
市
長
は「
保
健
師
を
中
心
に
」

の
誰
が
や
る
の
か
。
市
長
は「
保
健
師
を
中
心
に
」

と
話
し
て
い
た
が
、
新
発
田
市
の
保
健
師
の
数
は

と
話
し
て
い
た
が
、
新
発
田
市
の
保
健
師
の
数
は

現
在
35
人
。
健
康
推
進
課
・
高
齢
福
祉
課
・
子
ど

人
。
健
康
推
進
課
・
高
齢
福
祉
課
・
子
ど

も
課
・
人
事
課
な
ど
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
。

も
課
・
人
事
課
な
ど
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
数
は
当
紙
で
は

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
数
は
当
紙
で
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
単
純
計
算
で
年
間
出
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問
題
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す
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独
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専門の職員が継続的に様々な相談にのり、
場合によっては必要なサービスを紹介する
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出産一時金 乳幼児健診

乳児訪問事業 予防接種

市町村が
交付

健保組合
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れ

け
付
け

テ
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す
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と
に
対
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て

各
戸
に
残
る
思
い
出
の
写
真
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て

展
示
、町
全
体
を
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
い
る
。

展
示
、町
全
体
を
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
い
る
。

　
3
年
前
の
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０
１
１
年
の
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前
の
２
０
１
１
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の
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１
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は
48
件
の
参

件
の
参

加
だ
っ
た
が
、
今
年
は
１
０
０
を
優
に
超
え
る
参

加
だ
っ
た
が
、
今
年
は
１
０
０
を
優
に
超
え
る
参

加
で
、
ま
さ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
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り
、
中
央
町
3

加
で
、
ま
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ャ
ラ
リ
ー
で
あ
り
、
中
央
町
3

の
「
ま
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の
駅
　
ま
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な
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ラ
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の
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駅
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の
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写
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を
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。
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る
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と
が
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代

写
真
の
中
で
笑
っ
て
い
る
人
は
確
か
に
そ
の
時
代

の
「
今
」
を
生
き
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
伝
わ
っ
て

の
「
今
」
を
生
き
て
い
た
。
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と
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な
い
。
昨
年
「
平
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至
写
真
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ー
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と
ど
ま
ら
な
い
。
昨
年
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至
写
真
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が
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好
評
だ
っ
た
金
升
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造
の
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號
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で
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「
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ト
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い
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。
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潟
の
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・
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・
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を
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ー
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に

れ
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今
年
も
好
評
開
催
中

芸術の秋 in新発田
10月31日（金）まで

金升酒造二號蔵 2 階で開催中のリトアニア
写真家の見た新潟展

①リトアニア写真家
の見た新潟展のレセ
プションでの鏡割り。
リトアニア大使、下
妻副市長など　②リ
トアニア写真家の見
た新潟」展で作品解
説するリトアニア人
写真家アルトゥーラ
ス・ヴァリャウガ　
③挨拶する赤松里美
子実行委員長（右）
と仕掛け人の吉原悠
博・吉原写真館館主

1

2

まちの記憶
10月 1日｜水｜―10月 31日｜金｜
新発田市商店地区他・市内各所
新発田の各戸に残る記念写真やアルバムからの一枚をポ
スターにしてまち全体に展示。小さな物語と写真が集まっ
て懐かしくも新鮮な「まちの記憶」が立ち現れる。「まちの
駅まちなかギャラリー」では集合展を開催。
▷まちの駅 まちなかギャラリー（中央町3-7-2）
平日｜8:30‒19:00　土日祝｜10:00‒18:00　入場無料

アルバムのチカラ見聞録
10月 1日｜水｜―10月 31日｜金｜
まちの駅・まちなかギャラリー（中央町3-7-2）
平日｜8:30‒19:00　土日祝｜10:00‒18:00　入場無料
写真家の浅田政志と編集者の藤本智士が、東日本大震災
で被災した写真救済現場の取材記録を出版。この取組み
に共感した「写真の町シバタ」スタッフが2日間取材帯
同した報告展。

まちあるきのすすめ展
10月 1日｜水｜―10月 31日｜金｜
MAISON DE Maruchoギャラリー（大手町1-2-18）

10:00‒17:00（水・日曜定休）　入場無料
写真の町シバタの見どころ、まちあるきのヒントを紹
介。来場者にも、まちあるきの感想や、お気に入りの場
所を地図上に描き込んでもらい『まちの記憶』を積み
重ねる。

RePhotograph　̶̶水島優
10月 6日｜月｜―10月 31日｜金｜
caffenova （中央町2-1-14）　
月̶土｜11:00‒14:30 / 17:00‒19:00（水曜定休）
日祝｜12:00‒18:00　入場無料
新発田出身・パリ在住の写真家、水島優の作品展。写
真製版による銅版画で写真を抽象化することにより、
人と人の間に生まれる記憶や感情の再構築を試みる。

リトアニア写真家の見た新潟
European Eyes on Japan /Japan Today vol.11

10月 11日｜土｜―10月 31日｜金｜
金升酒造二號蔵ギャラリー（豊町1-9-30）
平日｜13:00‒16:00（月曜定休）　土日祝｜10:00‒16:00
入場無料　＊初日レセプション15:00より

Japanese Eyes on
Lithuania　̶̶吉原悠博
10月 11日｜土｜―10月 31日｜金｜
TAICOや（中央町1-2-1）　11:00‒17:00（日曜定休）　入場無料

アルトゥーラス・ヴァリャ
ウガが、外からの眼で日本
を捉えるプロジェクト「日
本に向けられたヨーロッ
パ人の眼・ジャパントゥ
デイ」で、2009 年の冬、新潟
県を来訪。このときの作品
を中心とした特別企画展。
ゲストキュレーター｜菊田樹子

昨年度、講演で訪れた
リトアニアでの写真を
展示。

3
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二人会二人会
11月20日　　18：30
新発田市民文化会館
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会 
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IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

味覚フェスタ
晩秋の晩秋の

味覚フェスタ
晩秋の

「新高梨」「新高梨」

大試食会大試食会
「新高梨」

大試食会
さつまいもさつまいも
　パーティー　パーティー
さつまいも
　パーティー

11/1（土）11/1（土）

11/3（月・祝）11/3（月・祝）

～

11/1（土）

11/3（月・祝）

～

新米新米の特売特売新米の特売
＊品種様々

＊詰め放題あり
＊焼芋開始

芸術の秋 in新発田

11月1日（土）～月末

名
作『
み
ぞ
れ
』。

ふ
る
さ
と
に
帰
る

暗
い
色
調
な
が
ら
温
か
い

佐
藤
哲
三
の『
み
ぞ
れ
』

「
佐
藤
哲
三
展
〜
晩
年
の
風
景
」展

蕗
谷
虹
二
記
念
館

11
月
１
日（
土
）〜
11
月
30
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
期
間
中
無
休

大
人
５
０
０
円　

高
校
生
２
０
０
円　

小
中
学
生
１
０
０
円

☎
０
２
５
４（
2
3
）１
０
１
３

　
11
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）・
10
日
（
月
）

日
（
月
）

の
3
日
間
、「
播
磨
の
国
播
州
　
冨
澤
先
生
と
行

の
3
日
間
、「
播
磨
の
国
播
州
　
冨
澤
先
生
と
行

く
姫
路
城
と
忠
臣
蔵
の
ま
ち
赤
穂
の
旅
」
が
開
催

く
姫
路
城
と
忠
臣
蔵
の
ま
ち
赤
穂
の
旅
」
が
開
催

さ
れ
る
。

さ
れ
る
。

　
義
士
と
し
て
知
ら
れ
る
赤
穂
四
十
七
士
の
一

　
義
士
と
し
て
知
ら
れ
る
赤
穂
四
十
七
士
の
一

人
、新
発
田
生
ま
れ
の
堀
部（
旧
姓
中
山
）安
兵
衛
。

人
、新
発
田
生
ま
れ
の
堀
部（
旧
姓
中
山
）安
兵
衛
。

今
回
は
大
好
評
だ
っ
た
第
一
弾
「
冨
澤
先
生
と
行

今
回
は
大
好
評
だ
っ
た
第
一
弾
「
冨
澤
先
生
と
行

く
凱
旋
の

く
凱
旋
の
道
in
大
江
戸
」
に
続
く
第
二
弾
だ
。
安

大
江
戸
」
に
続
く
第
二
弾
だ
。
安

兵
衛
研
究
家
と
し
て
次
々
と
新
発
見
を
発
表
し
て

兵
衛
研
究
家
と
し
て
次
々
と
新
発
見
を
発
表
し
て

い
る
新
潟
大
学
名
誉
教
授
冨
澤
信
明
先
生
が
安
兵

い
る
新
潟
大
学
名
誉
教
授
冨
澤
信
明
先
生
が
安
兵

衛
の
主
君
・
浅
野
内
匠
頭
の
故
郷
赤
穂
の
旧
跡
を

衛
の
主
君
・
浅
野
内
匠
頭
の
故
郷
赤
穂
の
旧
跡
を

巡
り
つ
つ
、富
澤
先
生
名
物
の「
面
白
ト
ー
ク
」で
、

巡
り
つ
つ
、富
澤
先
生
名
物
の「
面
白
ト
ー
ク
」で
、

歌
舞
伎
や
講
談
と
は
違
っ
た
忠
臣
蔵
・
大
石
内
蔵

歌
舞
伎
や
講
談
と
は
違
っ
た
忠
臣
蔵
・
大
石
内
蔵

助
・
堀
部
安
兵
衛
の
実
像
に
迫
る
特
別
企
画
だ
。

助
・
堀
部
安
兵
衛
の
実
像
に
迫
る
特
別
企
画
だ
。

　
赤
穂
市
の
赤
穂
城
や
花
岳
寺
、
大
石
神
社
を
歩

　
赤
穂
市
の
赤
穂
城
や
花
岳
寺
、
大
石
神
社
を
歩

く
ほ
か
、
紅
葉
が
美
し
い
世
界
遺
産
・
姫
路
城
や

く
ほ
か
、
紅
葉
が
美
し
い
世
界
遺
産
・
姫
路
城
や

黒
田
官
兵
衛
歴
史
館
に
も
足
を
伸
ば
す
。

黒
田
官
兵
衛
歴
史
館
に
も
足
を
伸
ば
す
。

＊

　
最
近
の
研
究
で
は
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
を
主
導

　
最
近
の
研
究
で
は
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
を
主
導

し
た
の
は
堀
部
安
兵
衛
で
あ
り
、
大
石
ら
身
分
の

し
た
の
は
堀
部
安
兵
衛
で
あ
り
、
大
石
ら
身
分
の

高
い
高
級
官
僚
は
浅
野
家
再
興
の
の
ち
同
家
に
再

高
い
高
級
官
僚
は
浅
野
家
再
興
の
の
ち
同
家
に
再

び
士
官
（
就
職
）
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
言

び
士
官
（
就
職
）
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
言

わ
れ
る
。

わ
れ
る
。

　
大
石
内
蔵
助
ら
が
態
度
を
変
更
し
た
の
は
元

　
大
石
内
蔵
助
ら
が
態
度
を
変
更
し
た
の
は
元
禄

15
年
7
年
7
月
18
日
、
幕
府
に
よ
っ
て
浅
野
家
再
興
が

日
、
幕
府
に
よ
っ
て
浅
野
家
再
興
が

叶
わ
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
か

叶
わ
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
か

ら
で
、
同
年
7

ら
で
、
同
年
7
月
28
日
に
京
都
円
山
で
開
か
れ
た

日
に
京
都
円
山
で
開
か
れ
た

会
議
で
討
ち
入
り
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
大
石

会
議
で
討
ち
入
り
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
大
石

は
同
士
に
出
し
た
手
紙
に
「
か
ね
て
か
ら
決
め
て

は
同
士
に
出
し
た
手
紙
に
「
か
ね
て
か
ら
決
め
て

い
た
討
ち
入
り
」
と
の
旨
を
記
述
す
る
な
ど
、
討

い
た
討
ち
入
り
」
と
の
旨
を
記
述
す
る
な
ど
、
討

ち
入
り
の
大
石
主
導
を
演
出
し
た
。

ち
入
り
の
大
石
主
導
を
演
出
し
た
。

　
一
方
、
富
澤
先
生
は
新
発
田
藩
主
の
従
兄
弟
が

　
一
方
、
富
澤
先
生
は
新
発
田
藩
主
の
従
兄
弟
が

幕
府
の
大
目
付
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
た
た

幕
府
の
大
目
付
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
た
た

め
、
陰
な
が
ら
安
兵
衛
ら
が
討
ち
入
り
で
き
る
よ

め
、
陰
な
が
ら
安
兵
衛
ら
が
討
ち
入
り
で
き
る
よ

う
に
取
り
計
ら
っ
た
と
、
安
兵
衛
が
残
し
た
手
紙

う
に
取
り
計
ら
っ
た
と
、
安
兵
衛
が
残
し
た
手
紙

か
ら
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
虚
々
実
々
、

か
ら
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
虚
々
実
々
、

生
々
し
い
駆
け
引
き
の
話
も
赤
穂
の
史
跡
巡
り
の

生
々
し
い
駆
け
引
き
の
話
も
赤
穂
の
史
跡
巡
り
の

な
か
で
聞
け
る
は
ず
だ
。

な
か
で
聞
け
る
は
ず
だ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

姫
路
城
と
忠
臣
蔵
の
ま
ち
赤
穂
の
旅

日
時
日
時
　
11
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）・
10
日
（
月
）

日
（
月
）

料
金
　
一
人
４
万
９
千
８
０
０
円
（
２
泊
３
日
）

料
金
　
一
人
４
万
９
千
８
０
０
円
（
２
泊
３
日
）

募
集
募
集
　
30
人
（
最
小
催
行
人

人
（
最
小
催
行
人
員
20
人
）
人
）

主
催
　
武
庸
会

主
催
　
武
庸
会

申
込
　
新
発
田
市
観
光
協
会
（
増
子
・
渡
辺
）

申
込
　
新
発
田
市
観
光
協
会
（
増
子
・
渡
辺
）

　
　
　
☎
０
２
５
４
（
2

　
　
　
☎
０
２
５
４
（
2
6
）
６
７
８
９

６
７
８
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

行
程
行
程
●
8
日
（
土
）

8
日
（
土
） 

※
昼
夜
食
事
自
費
　

※
昼
夜
食
事
自
費
　

　
　
　
朝
６
時
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
発（
バ
ス
）

　
　
　
朝
６
時
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
発（
バ
ス
）

　
　
　
＝
高
速
＝
世
界
遺
産
・
姫
路
城
（
黒
田
官

　
　
　
＝
高
速
＝
世
界
遺
産
・
姫
路
城
（
黒
田
官

　
　
　
兵
衛
歴
史
館
も
見
学
）

　
　
　
兵
衛
歴
史
館
も
見
学
）⇒

姫
路
市
内
ホ
テ

姫
路
市
内
ホ
テ

　
　
　
ル
泊

　
　
　
ル
泊

　
　
　
　
●
9
日
（
日
）

9
日
（
日
） 

※
昼
食
事
自
費

※
昼
食
事
自
費

　
　
　
姫
路
市
内
ホ
テ
ル
発

　
　
　
姫
路
市
内
ホ
テ
ル
発⇒

赤
穂
シ
テ
ィ
マ

赤
穂
シ
テ
ィ
マ

　
　
　
ラ
ソ
ン
応
援
（
新
発
田
市
民
ラ
ン
ナ
ー
出

　
　
　
ラ
ソ
ン
応
援
（
新
発
田
市
民
ラ
ン
ナ
ー
出

　
　
　
場
）

　
　
　
場
）⇒

昼
食
昼
食⇒

赤
穂
市
内
観
光
（
赤
穂
城

赤
穂
市
内
観
光
（
赤
穂
城

　
　
　
跡
・
花
岳
寺
・
大
石
神
社
・
塩
の
国
・
田

　
　
　
跡
・
花
岳
寺
・
大
石
神
社
・
塩
の
国
・
田

　
　
　
渕
記
念
館
）

　
　
　
渕
記
念
館
）⇒

赤
穂
温
泉
（
歓
迎
会
）
泊

赤
穂
温
泉
（
歓
迎
会
）
泊

　
　
　
　
●
10
日
（
月
）

日
（
月
） 

※
昼
食
事
自
費

※
昼
食
事
自
費

　
　
　
赤
穂
温
泉
発
（
バ
ス
）＝
高
速
＝
カ
ル
　

　
　
　
赤
穂
温
泉
発
（
バ
ス
）＝
高
速
＝
カ
ル
　

　
　
　
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
午
後
7
時
頃
）

　
　
　
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
午
後
7
時
頃
）

　
　
　
※
行
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

　
　
　
※
行
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

『みぞれ』
油彩　60.5 ㎝×133.0 ㎝
個人蔵
神奈川県立近代美術館寄託

富
澤
先
生
と
行
く

忠
臣
蔵・
赤
穂
の
旅

芸術の秋 in赤穂

11月8日・9日・10日

赤穂城本丸門。忠臣蔵での城明け渡しの
シーンで有名だ



二王子そば（1人前850円）は濃い目
のつけ汁でいただく。近くで採れる山
の幸の天ぷら盛合せ（700円）はオリジ
ナルの薄い塩味の天つゆでどうぞ

鶏肉やカニなどが入った和風しゅうまい（3 個・
650円）はあっさりとした味わい。持ち帰りも可能だ

店を守る家族は今日も仲良し。店主の尚史さん
（中央）、調理師専門学校で知り合った衛さんと
奥様の瞳さん。4 代目？の侑季君とお茶目な里
緒ちゃん。尚史さんの奥さま美穂さんは外出中

1. 注文があれば十割そばも打
つという 2. しっとりと落ち着
いた店内。おまかせ蕎麦コース
（2 名以上で要予約）は 1 人
2,500 円から　3. 和食処で修
業した 3 代目考案の「揚げ出
し蕎麦豆腐」（500円）はもっ
ちりとしてなめらかな舌触り

豊浦地区
文化・芸能祭
◎午前9時～午後 5時まで
＜9日は午後 4時まで＞作品展示

主催: 第40回豊浦地区文化・芸能祭実行委員会
お問い合わせ : 豊浦地区公民館　
新発田市乙次26-2　℡.0254-22-2081

※タオルおよびバザーの収益金は、豊浦地区
　の社会福祉施設に寄付します。

11月 8日（土）・9日（日）
◎午前 9時～午後 5時まで
＜9日は午後 4時まで＞＜9日は午後 4時まで＞作品展示作品展示

※タオルおよびバザーの収益金は、豊浦地区
の社会福祉施設に寄付します

11月 8日（土）9日（日）

両日ともタオル回収箱
（洗濯済使用品可）を設置します。

芸能発表（お楽しみ抽選会付）
まきやま茶会（先着150名）
軽食・作品・未使用品バザー
otocoichi（フリーマーケット）

第40回

8日（土）

9日（日）

ご協力
ください

籐細工体験（先着30名）
焼き芋無料配布（先着）
とようらマジッククラブ
世間亭東志郎さんの
落語と子ども向け小話

雇
用
・
少
子
化
対
策
・
教
育
。

さ
ら
に
移
住
者
増
対
策
が
必
要

4

SOP
イチオシの味

　集落で採れたそばの実を干して皮をむ
き、石臼で挽く。そのそば粉をていねいに手
打ちして出来上がる正真正銘の地元の蕎麦
は、赤土で育つせいか格別の風味を放つ。
　ここに店を構えて 40 年、温かい家族が
守ってきた手打ちそばは、ほんのりと優し
い味わいで、そして若き3代目の新メニュー
「揚げ出し蕎麦豆腐」や代々続く「和風しゅう
まい」も訪れる人を虜にしている。
　新蕎麦の時期。うっすらと鶯色を帯びた
打ちたての蕎麦を食せば、この上なく幸せ
な秋のひとときが過ごせるはすだ。

読者モニタープレゼント
二王子そば やなぎ お食事券（1,000円分）
本紙感想・ご意見、住所・氏名・電話番号を明記の上、
表紙左上の住所宛までハガキにてご応募下さい。
抽選で5名様に引換え券を差し上げます。
※平成26年11月25日（火）必着

秋色の二王子の麓
今年も地元の新蕎麦を食す

二王子そば　やなぎ
1

3

二王子そば　やなぎ
☎0254-25-2469
住／新発田市本間新田643-3
営／ 11：00～15：00
休／不定休　
P／ 20台　収／50席

2

採れ
たて
の

キノ
コと
アケ
ビ

▶

　
増
田
寛
也
氏
の
講
演
会
「
２
０
４
０
年
、
地
域

　
増
田
寛
也
氏
の
講
演
会
「
２
０
４
０
年
、
地
域

消
滅
!

消
滅
! 

極
点
社
会
が
到
来
す
る
」
が

極
点
社
会
が
到
来
す
る
」
が
、
10
月
7
月
7

日
（
火
）
午
後
6
時
半
か
ら
、
新
発
田
市
民
文
化

日
（
火
）
午
後
6
時
半
か
ら
、
新
発
田
市
民
文
化

会
館
に
約
８
０
０
人
の
聴
衆
を
集
め
て
開
催
さ
れ

会
館
に
約
８
０
０
人
の
聴
衆
を
集
め
て
開
催
さ
れ

た
。
た
。

　
当
日
、増
田
氏
が
座
長
を
務
め
る「
ま
ち
・
ひ
と
・

　
当
日
、増
田
氏
が
座
長
を
務
め
る「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
会
議
」
が
急
遽
招
集
さ
れ
た
た
め
、

し
ご
と
創
生
会
議
」
が
急
遽
招
集
さ
れ
た
た
め
、

東
京
と
新
発
田
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
ん

東
京
と
新
発
田
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
ん

だ
異
例
の
講
演
会
と
な
っ
た
。

だ
異
例
の
講
演
会
と
な
っ
た
。

　
講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
。

　
講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
。

◆

　
ま
ず
、
現
状
に
つ
い
て
。

　
ま
ず
、
現
状
に
つ
い
て
。

　
何
も
手
を
打
た
な
い
で
、
1
・
4
と
い
う
現
在

何
も
手
を
打
た
な
い
で
、
1
・
4
と
い
う
現
在

の
出
生
率
が
改
善
せ
ず

の
出
生
率
が
改
善
せ
ず
、
20
〜
39
歳
の
若
年
女
性

歳
の
若
年
女
性

の
地
方
か
ら
都
市
圏
へ
の
流
失
が
続
く
と
、
２
０

の
地
方
か
ら
都
市
圏
へ
の
流
失
が
続
く
と
、
２
０

４
０
年
に
は
地
方
自
治
体
全
国
1
千
７
９
９
の
う

４
０
年
に
は
地
方
自
治
体
全
国
1
千
７
９
９
の
う

ち
約
半
数
の
８
９
６
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ち
約
半
数
の
８
９
６
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
若
年
女
性

消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
若
年
女
性
が
50
%

以
上
減
る
自
治
体
で
、
新
発
田
の
減
少
率

以
上
減
る
自
治
体
で
、
新
発
田
の
減
少
率
は
50
・

5
%
と
予
想
さ
れ
、消
滅
可
能
性
都
市
に
含
ま
れ
る
。

5
%
と
予
想
さ
れ
、消
滅
可
能
性
都
市
に
含
ま
れ
る
。

　
老
人
が
多
く
若
者
が
少
な
い
と
い
う
人
口
構
成

　
老
人
が
多
く
若
者
が
少
な
い
と
い
う
人
口
構
成

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
国
の
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
年
金

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
国
の
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
年
金

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。

地
方
レ
ベ
ル
で
は
働
き
手
が
い
な
く
な
り
収
入

地
方
レ
ベ
ル
で
は
働
き
手
が
い
な
く
な
り
収
入

減
、さ
ら
に
は
老
人
介
護
が
で
き
な
く
な
る
。も
っ

減
、さ
ら
に
は
老
人
介
護
が
で
き
な
く
な
る
。も
っ

と
も
、東
京
で
も
待
機
介
護
老
人
は
4
万
3
千
人
、

と
も
、東
京
で
も
待
機
介
護
老
人
は
4
万
3
千
人
、

施
設
に
入
る
こ
と
も
包
括
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
も

施
設
に
入
る
こ
と
も
包
括
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ず
、
東
京
で
豊
か
な
老
後
を
送
る
の
は
至
難

で
き
ず
、
東
京
で
豊
か
な
老
後
を
送
る
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
。

の
業
で
あ
る
。

　
こ
の
８
月
に
北
海
道
・
礼
文
島
で
は
大
雨
に
よ

　
こ
の
８
月
に
北
海
道
・
礼
文
島
で
は
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
で
２
人
亡
く
な
っ
た
。
避
難
勧
告
を

る
土
砂
災
害
で
２
人
亡
く
な
っ
た
。
避
難
勧
告
を

出
せ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
避
難
所
に
配

出
せ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
避
難
所
に
配

置
す
る
町
職
員
が
足
り
な
か
っ
た
。
人
口
減
少
で

置
す
る
町
職
員
が
足
り
な
か
っ
た
。
人
口
減
少
で

職
員
も
少
な
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情

職
員
も
少
な
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情

が
あ
っ
た
。
極
端
な
例
だ
が
、
災
害
時
に
は
手
が

が
あ
っ
た
。
極
端
な
例
だ
が
、
災
害
時
に
は
手
が

回
ら
な
い
。

回
ら
な
い
。

　
ま
た
、
例
え
ば
北
海
道
で
は
若
年
男
性
が
出
稼

　
ま
た
、
例
え
ば
北
海
道
で
は
若
年
男
性
が
出
稼

ぎ
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
若
年
女
性
の
多
く
は
結
婚

ぎ
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
若
年
女
性
の
多
く
は
結
婚

相
手
が
い
な
い
。
岩
手
は
こ
の
逆
で
若
年
女
性
が

相
手
が
い
な
い
。
岩
手
は
こ
の
逆
で
若
年
女
性
が

出
て
い
く
た
め
に
若
年
男
性
の
数
が
多
く
て
結
婚

出
て
い
く
た
め
に
若
年
男
性
の
数
が
多
く
て
結
婚

で
き
な
い
と
い
う
、
若
年
男
女
間
の
人
口
ア
ン
バ

で
き
な
い
と
い
う
、
若
年
男
女
間
の
人
口
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
も
あ
る
。

ラ
ン
ス
も
あ
る
。

　
狭
い
東
京
に
会
社
も
住
宅
も
集
中
す
る
と
い
う

　
狭
い
東
京
に
会
社
も
住
宅
も
集
中
す
る
と
い
う

国
土
利
用
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
地
方
の
荒
廃
と

国
土
利
用
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
地
方
の
荒
廃
と

都
会
で
の
出
産
・
子
育
て
を
難
し
く
し
た
。
現
に

都
会
で
の
出
産
・
子
育
て
を
難
し
く
し
た
。
現
に

都
会
に
住
む
既
婚
者
の
多
く
は
３
人
以
上
子
ど
も

都
会
に
住
む
既
婚
者
の
多
く
は
３
人
以
上
子
ど
も

を
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
が
、
低

を
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
が
、
低

収
入
・
狭
小
な
住
宅
事
情
・
通
勤
時
間
平

収
入
・
狭
小
な
住
宅
事
情
・
通
勤
時
間
平
均
90
分
・
分
・

男
性
の
長
時
間
労
働
・
核
家
族
化
な
ど
に
よ
っ
て

男
性
の
長
時
間
労
働
・
核
家
族
化
な
ど
に
よ
っ
て

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
共
有
し
、
早
急
に
し
か
も

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
共
有
し
、
早
急
に
し
か
も

長
期
的
・
継
続
的
対
策
が
必
要
だ
。

長
期
的
・
継
続
的
対
策
が
必
要
だ
。

＊

　
対
策
と
し
て
は
、

　
対
策
と
し
て
は
、

① 

子
ど
も
を
産
み
た
い
人
が
何
人
子
ど
も
が
欲

　

し
い
か
と
い
う
「
希
望
出
生
率
実
現
」
を
目
標

　

と
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
け
ど
産
め
な
い

　

理
由
と
な
っ
て
い
る
障
害
を
除
去
す
る
。

② 

雇
用
と
収
入
の
安
定
を
図
り
、
子
育
て
支
援

　

に
努
め
る
と
と
も
に
、
男
性
の
育
児
参
画
を
推

　

進
す
る
。

③ 

地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
を
創
出
し
、
生

　

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
仕
事
を
持
っ
て
家
庭

　

が
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

④ 

必
要
な
費
用
は
高
齢
者
対
策
を
見
直
し
て
捻

　

出
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
行
う
。
例

　
こ
れ
ら
を
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
行
う
。
例

え
ば
東
京
で
は
自
然
減
を
防
ぐ
少
子
化
対
策
、
北

え
ば
東
京
で
は
自
然
減
を
防
ぐ
少
子
化
対
策
、
北

海
道
や
東
北
で
は
社
会
減
（
人
口
流
失
）
を
防
ぐ
、

海
道
や
東
北
で
は
社
会
減
（
人
口
流
失
）
を
防
ぐ
、

産
業
振
興
が
よ
り
大
切
に
な
る
。

産
業
振
興
が
よ
り
大
切
に
な
る
。

　
２
０
２
５
年
に
日
本
の
希
望
出
生
率
1
・
8
を

　
２
０
２
５
年
に
日
本
の
希
望
出
生
率
1
・
8
を

実
現
し
、
２
０
３
５
年
に
2
・
1
が
実
現
す
る
と

実
現
し
、
２
０
３
５
年
に
2
・
1
が
実
現
す
る
と

日
本
の
人
口
は
約
１
億
人
で
安
定
す
る
。

日
本
の
人
口
は
約
１
億
人
で
安
定
す
る
。

＊

　
新
発
田
市
の
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
出

　
新
発
田
市
の
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
出

生
率
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
、市
外
へ
の
転
出
も
あ
る
。

生
率
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
、市
外
へ
の
転
出
も
あ
る
。

２
０
１
３
年
は
年
間
で
１
８
０
人
、
う
ち
男
性

２
０
１
３
年
は
年
間
で
１
８
０
人
、
う
ち
男
性
は

76
人
、
女
性
は
１
０
４
人
が
転
出
。
や
は
り
、
女

人
、
女
性
は
１
０
４
人
が
転
出
。
や
は
り
、
女

性
の
方
が
多
い
。
従
っ
て
、
少
子
化
対
策
の
ほ
う

性
の
方
が
多
い
。
従
っ
て
、
少
子
化
対
策
の
ほ
う

が
重
要
だ
が
社
会
減
対
策
も
必
要
だ
。

が
重
要
だ
が
社
会
減
対
策
も
必
要
だ
。

　
新
発
田
市
で
は
子
育
て
支
援
で
す
で
に
先
進
的

　
新
発
田
市
で
は
子
育
て
支
援
で
す
で
に
先
進
的

な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
て
敬
意
を
表
す
る
が
、

な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
て
敬
意
を
表
す
る
が
、

さ
ら
に
加
速
す
べ
き
だ
。処
方
箋
を
順
次
挙
げ
る
。

さ
ら
に
加
速
す
べ
き
だ
。処
方
箋
を
順
次
挙
げ
る
。

① 

仕
事
を
作
る
こ
と
。
工
場
の
み
な
ら
ず
本
社

　

機
能
・
研
究
機
能
な
ど
に
ア
プ
ロ
ー
チ
、
企
業

　

進
出
し
や
す
い
よ
う
に
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
を

　

与
え
る
な
ど
し
て
、
選
ば
れ
る
ま
ち
に
す
る
。

② 
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
。
長
野
や
山
梨
で
成

　

功
例
が
あ
る
。
長
野
で
で
き
る
な
ら
当
然
新
発

　

田
で
も
で
き
る
。

③ 

希
望
出
生
率
を
実
現
す
る
た
め
に
、
若
い
女

　

性
の
声
を
徹
底
的
に
聞
い
て
、
ニ
ー
ズ
を
と
ら

　

え
て
可
能
な
限
り
実
現
す
る
。

④ 

社
会
保
障
・
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
、
安
心
・

　

安
全
な
ま
ち
に
す
る
。

⑤ 

地
域
連
携
す
る
。
新
発
田
で
で
き
な
い
こ
と

　

は
隣
の
ま
ち
で
、
隣
の
ま
ち
で
で
き
な
い
こ
と

　

を
新
発
田
で
や
る
。
近
隣
全
体
で
東
京
に
対
抗

　

す
る
。
東
京
に
出
て
い
け
ば
年
に
１
回
か
２
回

　

し
か
帰
っ
て
こ
な
い
。
近
く
に
い
れ
ば
毎
週　

　

帰
っ
て
年
寄
り
の
面
倒
も
見
ら
れ
る
。

⑥ 

教
育
も
極
め
て
大
事
だ
。
教
育
で
子
ど
も
の

　

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
若
い
人

　

に
ま
ち
の
歴
史
を
伝
え
て
、
新
発
田
に
対
す
る

　

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
長
い

　
こ
れ
ら
の
対
策
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
長
い

時
間
が
か
か
る
。
必
要
な
数
字
・
デ
ー
タ
を
揃
え

時
間
が
か
か
る
。
必
要
な
数
字
・
デ
ー
タ
を
揃
え

て
的
確
な
対
策
を
立
て
て
、
国
の
支
援
を
仰
ぎ
な

て
的
確
な
対
策
を
立
て
て
、
国
の
支
援
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
他
自
治
体
と
連
携
す
べ
き
で
あ
る
。

が
ら
、
他
自
治
体
と
連
携
す
べ
き
で
あ
る
。

◆

　
以
上
が
講
演
の
要
旨
で
あ
る
。増
田
氏
は
今
回
、

　
以
上
が
講
演
の
要
旨
で
あ
る
。増
田
氏
は
今
回
、

新
発
田
の
現
状
に
鑑
み
て
他
の
論
文
で
は
ほ
と
ん

新
発
田
の
現
状
に
鑑
み
て
他
の
論
文
で
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
て
い
な
い
「
移
住
者
対
策
」
に
言
及
し
た
。

ど
触
れ
て
い
な
い
「
移
住
者
対
策
」
に
言
及
し
た
。

あ
く
ま
で
も
企
業
誘
致
が
主
で
あ
り
、
補
完
的
な

あ
く
ま
で
も
企
業
誘
致
が
主
で
あ
り
、
補
完
的
な

対
策
だ
と
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
多
さ
や
農

対
策
だ
と
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
多
さ
や
農

業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
と
い
う
面
か
ら
、
新
発

業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
と
い
う
面
か
ら
、
新
発

田
市
で
は
有
効
だ
と
し
て
挙
げ
た
の
だ
。

田
市
で
は
有
効
だ
と
し
て
挙
げ
た
の
だ
。

　
内
閣
府
の
昨
年
の
調
査
で
は
、
都
会
か
ら
地
方

　
内
閣
府
の
昨
年
の
調
査
で
は
、
都
会
か
ら
地
方

へ
の
移
住
希
望
者
は
確
か
に
増
え
て
い
る
。
都
市

へ
の
移
住
希
望
者
は
確
か
に
増
え
て
い
る
。
都
市

の
住
民
で
田
舎
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
は
全
体

の
住
民
で
田
舎
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
は
全
体

の
約
32
%
、
9
年
前
の
調
査
か

%
、
9
年
前
の
調
査
か
ら
11
%
増
え
て
い

%
増
え
て
い

る
。
年
齢
別
で

る
。
年
齢
別
で
は
20
代
が
代
が
約
39
％
で
最
も
多
か
っ

％
で
最
も
多
か
っ

た
。
移
住
希
望
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
極
め
て
盛

た
。
移
住
希
望
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
極
め
て
盛

ん
で
あ
り
、
移
住
者
の
奪
い
合
い
の
様
相
だ
。

ん
で
あ
り
、
移
住
者
の
奪
い
合
い
の
様
相
だ
。

　
大
分
県
竹
田
市
で
は
「
農
村
回
帰
支
援
専
門
員
」

大
分
県
竹
田
市
で
は
「
農
村
回
帰
支
援
専
門
員
」

を
東
京
に
配
置
し
て
、
年
間
１
６
０
人
の
移
住
者

を
東
京
に
配
置
し
て
、
年
間
１
６
０
人
の
移
住
者

を
獲
得
し
て
い
る
。
土
地
取
得
・
就
農
・
農
業
技

を
獲
得
し
て
い
る
。
土
地
取
得
・
就
農
・
農
業
技

術
支
援
・
資
金
相
談
・
住
宅
取
得
・
子
育
て
ま
で

術
支
援
・
資
金
相
談
・
住
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